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12.Hafta Yastıkname hakkında

枕草子
清少納言

第一段

春はあけぼのはあけぼの
やうやう白くなり行く　山ぎは少しあかりてくなり行く　山ぎは少しあかりて行く　山ぎは少しあかりてく　山ぎは少しあかりて山ぎは少しあかりてぎは少しあかり行く　山ぎは少しあかりてて
紫だちたる雲の細くたなびきたるだちたる雲の細くたなびきたる雲の細くたなびきたるの細くたなびきたるくたなびきたる雲の細くたなびきたる

夏は夜は夜
月のころはさらなりのころはさらなり行く　山ぎは少しあかりて
やみもなほ、ほたる雲の細くたなびきたるの多く飛びちがひたるく飛びちがひたるびちがひたる雲の細くたなびきたる
また、ただ一つ二つなど二つなどつ二つなどなど
ほのかにうち光りて行くもをかしり行く　山ぎは少しあかりてて行く　山ぎは少しあかりてくもをかし
雨など降るもをかしなど降るもをかしる雲の細くたなびきたるもをかし
　山ぎは少しあかりて
秋は夕暮は夕暮
夕日のさして山の端いと近うなりたるにのさして山ぎは少しあかりての端いと近うなりたるにいと近うなりたるに近うなりたるにうなり行く　山ぎは少しあかりてたる雲の細くたなびきたるに
烏の寝どころへ行くとての寝どころへ行くとてどころへ行くとて行く　山ぎは少しあかりてくと近うなりたるにて
三つ四つ、二つ三つなど飛びいそぐさへ　あはれなりつ二つなど四つ、二つ三つなど飛びいそぐさへ　あはれなりつ二つなど、二つなどつ二つなど三つ四つ、二つ三つなど飛びいそぐさへ　あはれなりつ二つなどなど飛びちがひたるびいそぐさへ行くとて　山ぎは少しあかりてあはれなり行く　山ぎは少しあかりて
まいて雁などのつらねたるがなどのつ二つなどらねたる雲の細くたなびきたるが
いと近うなりたるに小さく見ゆるはいとをかしさく見ゆるはいとをかしゆる雲の細くたなびきたるはいと近うなりたるにをかし
日のさして山の端いと近うなりたるに入りはてて　風の音　虫の音などり行く　山ぎは少しあかりてはてて　山ぎは少しあかりて風の音　虫の音などの音　山ぎは少しあかりて虫の音などの音など
はたいふべきにあらず。
　山ぎは少しあかりて
冬はつとめてはつ二つなどと近うなりたるにめて
雪の降りたるはいふべきにもあらずの降るもをかしり行く　山ぎは少しあかりてたる雲の細くたなびきたるはいふべきにもあらず
霜のいと白きも　またさらでものいと近うなりたるに白くなり行く　山ぎは少しあかりてきも　山ぎは少しあかりてまたさらでも
いと近うなりたるに寒きに　火などいそぎおこしてきに　山ぎは少しあかりて火などいそぎおこしてなどいそぎおこして
炭もてわたるもいとつきづきしもてわたる雲の細くたなびきたるもいと近うなりたるにつ二つなどきづきし
昼になりてになり行く　山ぎは少しあかりてて
ぬる雲の細くたなびきたるくゆる雲の細くたなびきたるびもて行く　山ぎは少しあかりてけば
火などいそぎおこして桶の火も白き灰がちになりてわろしの火などいそぎおこしても白くなり行く　山ぎは少しあかりてき灰がちになりてわろしがちになり行く　山ぎは少しあかりててわろし


